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©別記様式(第４条関係) 

会議録 

会議の名称 第６回加東市滝野地域小中一貫校開校準備委員会 

開催日時 令和６年３月１９日（火）１９時３０分から２０時４５分まで 

開催場所 加東市滝野図書館 ３階 会議場 

議長の氏名 (委員長 野瀬 光) 

出席及び欠席委員の氏名 

【出席委員】２０人 

芹生一二委員 髙田好幸委員 藤森敬史委員 野瀬 光委員 大久保信三委員 

大久保祥男委員 阿江孝仁委員 末廣義隆委員 藤井智章委員 橋本裕介委員 

重松祐介委員 川越勝則委員 竹内 司委員 藤川かほる委員 川越一宏委員 

長谷川貴典委員 安田文子委員 後藤浩美委員 吉田ひとみ委員 岸本大介委員 

【欠席委員】８人  

澤田 眞委員 玉田裕二委員 神戸つかさ委員 時政麻矢委員 酒井唯輔委員 

合田忠弘委員 大江みさ子委員 前川妙子委員 

説明のため出席した者の職氏名 

【教育委員】 

 田中寿一教育委員 後藤純子教育委員 岸本惠一教育委員 別惣裕美子教育委員 

【株式会社東畑建築事務所】 

 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ 

出席した事務局職員の氏名及びその職名 

 教育長 藤原哲史 

 教育振興部長 鈴木敏久 

 こども未来部長 田中孝明 

こども未来部参事（小中一貫教育担当） 神田英昭 

教育振興部 教育総務課 課長 西山英希 

こども未来部 小中一貫教育推進室 室長  丸山真矢 

こども未来部 小中一貫教育推進室 副課長 髙田 篤 

        同         係長  原 英孝 

        同         係長  鞆 あゆみ 

                同         主査  柴﨑俊之 

        同         主事  上月慧太 
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議題、会議結果、会議の経過及び資料名 

 

【議題】 

（１）滝野地域小中一貫校基本設計（案）について 

【報告】 

（１）第３回学校運営委員会の協議内容について 

（２）滝野地域小中一貫校制服等検討部会の協議結果について 

（３）その他 

 

【会議結果】 

議題（１）について資料に基づき、事務局から説明を行い、審議しました。 

報告（１）（２）（３）について事務局から報告しました。 

【会議の経過】 

１ 開会 

  教育長あいさつ 

 

２ 議事 

 

  委員長あいさつ 

 

（１）滝野地域小中一貫校基本設計（案）について 

（委員長） 

議事（１）滝野地域小中一貫校基本設計（素案）について、第６回開校準

備委員会において、設計業者である株式会社東畑建築事務所から基本設計素

案の説明をしていただきました。その素案に対して、委員の皆様にはご意見

を頂戴したところです。その後の経緯や本日の基本設計案について説明をお

願いします。 

 

（＊＊＊委員） 

 第５回開校準備委員会において、委員の皆様からご意見を頂戴しましたが、

配置図に対する大きな変更はありませんでした。その後、２月２９日に教職

員 PT 会議が開かれたのですが、配置図に関するご意見はなかったようです

ので、施設整備委員会の開催は見合わせ、本日の開校準備委員会に至った次

第です。 

それでは、教職員 PT 会議でのご意見を含め、基本設計案作成までの経緯に

ついて、事務局から説明します。 

 

（事務局） 

・基本設計に関する協議状況について説明。 

 

（東畑建築事務所） 

・基本設計案について説明。 
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（事務局） 

今回の基本設計案の内、アフタースクールの位置について加東市議会から

ご意見を頂戴しています。 

ご意見の主旨はアフタースクールに通う児童の主な活動の場になる小学校

グラウンドとアフタースクールの場所が遠いのではないかというものでし

た。 

当初のプロポーザル案では、アフタースクールは小学校グラウンドの北側

に配置していましたが、教職員ＰＴ会議の中で「小学校グラウンドに余裕が

なさ過ぎる」、施設整備委員会で「周辺道路が脆弱で、進入路が混雑する」と

いうご意見があり、グラウンド面積の確保、北側市道をグラウンド側に拡幅

する方針をとり、現在の案では、アフタースクールの位置を敷地の南西側に

移動させている経緯があります。 

アフタースクールを所管するこども教育課からは、アフタースクールに通

う児童が小学校グラウンドに移動する際は、支援員の方が児童を誘導して移

動すると聞いています。その対応をとるにしても、「その対応ができるだけの

十分な支援員を配置できるのか」「途中で行き来が生じた場合、見守りができ

なくなる可能性があるのではないか」といったご指摘もあります。それらを

受けまして、滝野中学校、小中一貫教育推進室でアフタースクールの位置や

児童の活動場所について協議を行いました。 

その結果、これまでアフタースクールの屋外活動の場所は、小学校グラウ

ンドを想定していましたが、中学校の授業が終了する１６時以降であれば、

敷地の真ん中の交流広場で活動をしてもよいこと、部活動で使用していない

ときは中学校グラウンドやサブグラウンドを使用しても問題がないこと、週

一回のノー部活デー、６時間目に体育がない日は部活動が始まるまでの時間

は中学校グラウンドを活用しても問題ないとして調整ができました。 

本日は、このようなことを踏まえて、アフタースクールの配置や運営面で

の対応についてもご意見をお願いします。 

 

（＊＊＊委員） 

小中一貫校になれば見守り隊の方が全員ここに集まり、車で来られる方も

多いが駐車場がない。アフタースクールの横に駐車場が２５台ということで

設置はされているが、もう少し便利にできないか。 

見守り隊の方々はボランティアで立っておられるで、やはりその辺の配慮

もしていかなければならないと思う。 

 

（事務局） 

見守り隊の方の駐車場ですが、駐車場としては正門のところに来客用駐車

場が３台程度、またアフタースクールの東側に２５台程度、主に先生が車を

止める一番大きな北側駐車場に１２４台止められる計画をしています。 

台数が少ないですが正門付近は来客用駐車場、西門側はアフタースクール

東の駐車場を利用していただければと考えています。 
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（＊＊＊委員）  

今の話からすると、全員が正門から入るということではないということ

か。 

 

（事務局） 

その通りです。 

 

（＊＊＊委員） 

アフタースクールの横の西門からも児童生徒の出入りがあるということ

で、朝の立番の場所も振り分けないといけない。 

駐車場は使ってもよいとのことだが、見守り隊の人数が増えるので正門側

が３台というのはちょっと厳しいと思う。もうちょっと妙案があればという

気はする。 

 

（事務局） 

正門付近の駐車場は３台となります。これ以上の台数確保は実際のところ

難しく、車を止めて正門付近まで歩いて来ていただく必要があると思いま

す。 

また、西門についてですが、元々の案では西門はなく、施設整備委員会と

教職員ＰＴ会議の中の意見で、「正門から西側の部分を、河高、高岡、桜台

の子が通ると危ないのではないか、西門をつけて学校の中を通るようにして

ほしい」ということで、新たに西門をつけたという経緯があります。 

今の計画では、滝野南小学校区の児童生徒についてはアフタースクールの

付近から西門に入りまして、そこから学校の敷地を通って移動するようにし

ています。 

 

（委員長） 

立番の方の駐車場も考慮すべきですが、全体のスペースは限りがあるの

で、＊＊＊委員の意見も参考にして考えていただければと思います。 

 

３ 報告 

 

（１） 第３回学校運営委員会の協議内容について 

（委員長） 

次に次第３の報告に移りますが、(1)の内容が前回の開校準備委員会を受け

ての内容となりますので、私の方でこのまま進めさせていただきます。 

(1)第３回学校運営委員会の協議内容について 

 前回の開校準備委員会において、＊＊＊委員から曽我地区からのスクール

バス乗降場所設置要望のことについて協議願いたいとの申し出があり、２月

２１日に学校運営委員会を開いて協議いただいています。現在協議の途中で

あるとのことですので、今日は学校運営委員会での協議内容を含め、学校運

営委員会より報告をお願いします。 
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（＊＊＊委員） 

それでは、２月２１日に開かれた第３回学校運営委員会について、報告し

ます。学校運営委員会では、まず、事務局からスクールバス乗降場所を含む

通学方法の決定までの経緯の説明があり、その後、曽我地区での説明会開催

までの経緯と説明会の様子と曽我地区からの要望、それに対する事務局から

の考えについて、説明がありました。 

そのことについては、委員長や顧問、施設整備委員会の委員の皆様はご存

じないので、事務局から再度説明をお願いします。 

 

（事務局） 

１ 通学方法及びスクールバス乗降場所の決定までの経緯 

２ 曽我公民館での説明会開催までの経緯 

３ 曽我地区からの要望 

４ 説明会の様子 

について説明した。 

 

（＊＊＊委員） 

 先ほどの事務局からの説明を受け、学校運営委員会で協議いたしました。

要望をされた＊＊＊委員からは、 

・曽我地区の人口は減少している。外部から入ってくる人も少ない。乗降場

所までの距離が遠いと、子育て世代が曽我地区に住むことを敬遠する要因

になる。 

・スクールバスが稲尾地区から曽我地区へまわって多井田地区へ行っても、

時間上問題ないはずである。バスの台数を増やす必要もない。 

とのご意見でした。 

 他の委員の皆様からは、 

・上滝野地区の徒歩通学の子ども達は、３km 近く歩いている。稲尾地区も多

井田地区まで歩いてはどうか。 

・滝ノ上公園まで歩くことについては心配する気持ちは理解できるが、事務

局からの説明で、加東市全体を見据え、距離や人数など、長い時間をかけ

て検討されて最善の方法をとってこられたと感じた。３地域全体のことを

考えると、現在の計画が良いと思う。 

などのご意見をいただきました。 

 そこで、学校運営委員会としては、 

・３地域を含めて基準を作っているのだから、多井田地区にも曽我地区にも

乗降場所を設けるということは難しい。両地区で１カ所という線は崩せな

いが、その１カ所が滝ノ上公園でなければならないということはない。引

き続き、事務局と曽我、多井田両地区の間で適地を協議していただきたい。

協議の結果、滝ノ上公園以外の場所に決まればそれで良いし、適地が他に

ない場合は滝ノ上公園にする。 

という方針となりました。 

 その方針を受け、事務局には両地区へ働きかけていただいていますが、現

在も協議中であると聞いています。進捗状況の報告を事務局からお願いしま



6 

 

す。 

 

（事務局） 

・３月１日 多井田区長様に、スクールバス乗降場所決定までの経緯と、学

校運営委員会の協議結果である「多井田地区と曽我地区でバス乗降場所を

１か所設ける」ことを伝える。今後、多井田地区と曽我地区と事務局とで

協議の進め方について相談していくことを了承していただく。 

・３月１日 曽我区長様にも多井田区長様と同様、学校運営委員会の協議結

果を伝え、多井田区長様、事務局とともに協議していただきたいことを伝

える。 

・曽我区長様からは、「しばらく待ってほしい。」とのことでした。したがっ

て、現時点では、多井田地区と曽我地区と事務局との協議はできていな

い。 

以上、現在までの経過の説明を行った。 

 

（＊＊＊委員） 

事務局からの説明にあったように、現在も乗降場所については、決定して

いません。引き続き、事務局には両地区との協議の継続をお願いしたいと思

います。以上で報告を終わります。 

 

(2)滝野地域小中一貫校制服等検討部会の協議結果について報告 

（事務局） 

・資料３に基づいて、制服等検討部会の協議結果について報告した。 

 

(3)その他 

（事務局） 

・来年度委員の委員交代についての説明をした。 
 

４ 今後のスケジュール 

（事務局） 

・今後のスケジュールについての説明をした。 

 

５ 閉会 

副委員長挨拶 

 

【資料名】 

資料１  加東市滝野地域小中一貫校基本設計案 

資料２－１滝野地域通学方法経緯 

資料２－２曽我地区の要望について 

資料３  滝野地域制服等検討部会報告 

資料４  今後のスケジュール 

 令和 ６年 ５月 １０日 


